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「問
題
意
識
を
反
映
」
と
評
価

全
国
建
設
業
協
会
（全
建
、

前
田
靖
治
会
長
）
の
絹
川
治

副
会
長
は
１８
日
に
記
者
会
見

し
、
中
央
建
設
業
審
議
会
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
専
門

部
会
が
同
日
了
承
し
た
経
営

事
項
審
査

（経
警
）
制
度
の

改
正
案
に
つ
い
て
、

「
全
建

の
問
題
意
識
を
的
確
に
反
映

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
る
」
と
評
価
す
る

考
え
を
示
し
た
。
最
大

の
懸

案
事
項
だ

っ
た
グ
ル
ー
プ
経

密
の
適
用
要
件
緩
和
に
つ
い

て
、
「
（
制

度
運

用

の
）
様
子

を
見
守
る
必
要

は
あ
る

が
、

中
小
の
中
で
活
用
を
考
え
る

企
業
が
出
て
く
る
か
も
し
れ

な
い
。
悪
用
さ
れ
ず
、
良

い

方
向
に
進
ん
で
ほ
し
い
」
と

争な””中の中中中確れ一『時串」寺『非印申中串 用
と
否

良
不
適
格
業
者

に
よ

る
乱
用
防
止
の
画
面
で
議
論

を
深
め
る
Ｌ

崇
が
あ
る
と
の

考
え
を
示
し
た
。

中
建
審
部
会
が
了
承

国
土
交
通
省
は
１３
日
、
中
央
建
設
業
審
議
会

（中
建
審
、
国
交
相
の
諮
問
機
関
）
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
専

門
部
会

（東
海
幹
夫
委
員
長
）
に
、
経
営
事
項
審
査

（経
審
）
制
度
の
改
正
に
関
す
る
取
り
ま
と
め
案
を
提
出
、

了
承
さ
れ
た
。
量

（完
工
高
）
か
ら
質

（利
益
）
を
重
視
し
た
企
業
評
価
へ
の
転
換
を
明
確
に
打
ち
出
す
と
と
も

に
、
社
会
性
の
評
価
を
現
行
基
準
よ
り
も
大
幅
に
拡
大
す
る
の
が
特
亀
。
グ
ル
ー
プ
経
馨
の
認
定
要
件
緩
和
に
つ

い
て
は
、
強
硬
な
反
対
姿
勢
を
示
し
て
い
た
地
方
建
設
業
界
に
配
慮
し
い
適
用
除
外
項
目
を
設
定
。
グ
ル
ー
プ
内

の
技
術
者
の
出
向
の
扱
い
に
つ
い
て
は
結
論
を
先
送
り
し
た
。
同
省
は
今
月
中
に
中
建
審
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

に
報
告
し
た
上
で
、
秋
に
中
建
唇
総
会
を
開
き
、
新
経
審
を
０８
年
度
審
査
分
か
ら
適
用
す
る
＝
２
面
に
関
連
記
事

と
取
り
ま
と
め
の
全
文
。

０８
年
度
審
査
か
ら
適
用

同
省
は
当
初
、
グ
ル
ー
プ

経
審
の
認
定
要
件
を
大
幅
に

緩
和
し
、
新
た
な
経
営
形
態

へ
の
移
行
な
ど
の
企
業
再
編

を
強
く
促
す
方
針
を
打
ち
出

し
て
い
た
が
、
大
手
企
業
の

地
方
分
社
化
に
よ
る
中
小
企

業
向
け
工
事
へ
の
参
入
や
、

不
良
不
適
格
業
者
に
よ
る
制

度
の
悪
用
を
懸
念
す
る
地
方

の
建
設
業
界
に
配
慮
。
大
手

が
地
域
ご
と
に
分
社
化
す
る

こ
と
や
、
地
域
の
複
数
の
小

規
模
会
社
が
結
合
し
て
実
態

以
上
に
大
き
な
評
価
を
得
ら

れ
な
い
よ
う
に
す
る
歯
止
め

を
設
け
る
。

具
体
的
に
は
、
企
業
グ
ル

ー
プ
の
経
営
状
況
分
析

（Ｙ

点
）
に
つ
い
て
、
親
会
社
だ

け
で
な
く
、
連
結
子
会
社
も

連
結
財
務
請
表
で
評
価
す
る

が
、
連
絡
子
会
社
の
売
上
高

が
グ
ル
ー
プ
全
体
の
売
上
高

の

一
定
割
合

（５
％
）
未
満

の
ケ
ー
ス
や
、
連
結
子
会
社

の
単
体
評
価
の
評
点
が
連
結

評
価
に
よ
る
評
点
の

一
定
割

合

（３
分
の
２
）
未
満
の
ケ

ー
ス
で
は
、
連
結
評
面
の
対

象
に
合
め
な
い
こ
と
に
し

た
。
Ｙ
点
以
外
の
項
目
は
、

受
署
企
業
そ
れ
ぞ
れ
の
実
際

の
完
工
高
や
技
術
者
数
な
ど

で
評
価
す
る
。

企
業
グ
ル
ー
プ
の
認
定
要

件
と
し
て
、

「
親
会
社
が
会

計
監
査
人
を
設
置
し
、
会
計

監
査
を
受
け
て
い
る
」
か
つ

「親
会
社
が
有
価
証
券
報
告

書
提
出
会
社
で
あ
れ
ば
財
務

話
表
等
規
則
に
定
め
る
子
会

社
」
ま
た
は

「
親
会
社
が
議

決
権
の
過
半
数
を
有
し
て
い

る
」
こ
と
も
定
め
る
。

評
価
項
目

・
基
準
の
見
直

し
で
は
、
企
業
規
模
を
表
す

Ｘ
２
評
点
の
指
標
に
、
Ｅ
Ｂ

Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ

（営
業
利
益

十
減

価
償
却
費
〕
と
自
己
資
本
額

を
新
た
に
採
用
。
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ

Ｄ
Ａ
は
３
０
０
ほ
円
、
自
己

資
本
額
は
３
０
０
０
億
円
を

そ
れ
ぞ
れ
上
限
に
設
定
し
、

メ
ー
カ
ー
や
商
杜
な
ど
建
設

業
以
外
を
本
業
と
し
て
い
る

企
業
に
高
得
点
が
出
な
い
よ

う
に
し
た
。

総
資
本
額
が
３
０
０
０
万

円
以
下
の
企
業
で
も
、
Ｙ
評

点
を
算
出
す
る
際
に
は

「
３

０
０
０
万
円
」
と
読
み
替
え

る
こ
と
に
し
、
資
産
を
持
た

な
い
ベ
ー
パ
ー
カ
ン
パ

ニ
ー

の
高
得
点
化
も
防
ぐ
。

社
会
性
評
価

の
Ｗ
評
点
で

は
、
労
働
福
祉
の
状
況
の
下

限
値
と
撤
廃
し
、
寝
用
保
険

や
健
康
保
険
に
未
加
入
だ

っ

た
場
合
に
は

マ
イ
ナ
ス
点
が

出
る
評
価
方
法
に
改
め
る
。

総
合
評
定
値
の
Ｐ
点
に
占
め

る
ウ
エ
ー
ト
は
変
わ
ら
な
い

も
の
の
、
Ｗ
点
の
満
点
は
従

来
の
９
８
７
点
か
ら
１
８
０

０
点
程
度

へ
と
大
幅

に
増

加
。
研
究
開
発
に
投
資
し
な

い
中
小
企
業
の
場
合
、
Ｗ
点

に
よ
る
加
点
幅
が
従
来
の
１

．
７８
倍
に
高
ま
る
。
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